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『博雅音』における重紐の対立について 
附論:『博雅音』における音注の重層性 
 
季鈞菲 
 
 
摘要 
中古时期的文献资料在重纽问题的研究中尤为重要。本文作者以《博雅音》
为对象资料，对早期重纽进行探讨。在总结前人研究的基础上，本文作者独立对
《博雅音》中的音注材料进行了统计，并以音注材料的形式为基准，将音注材料
分为了五类，分别考察。通过对音注材料的观察与统计，得到了以下四点结论。
一，重纽反切中的 A 类，B 类切下字与切上字基本上分别与 A 类，B 类被切字对
应。二，A 类字与中古四等字， B 类字与 C 类字的合流已经开始萌芽。 三，《博
雅音》的重纽类型可以归为中古早期(但归类理由与李秀芹 2006的原则不尽相同)。
四，《博雅音》中的重纽类型与《玉篇》相似度较高，但与《文选音义》在反切的
构造方式上存在差别。此外，在兼论部分，本文作者还通过五个论据，提出了《博
雅音》中的音注存在内部分层的假设。通过此次研究，一方面补充了对《博雅音》
本身的研究；另一方面，为重纽问题的历时研究提供了参考。 
 
§0 はじめに 
重紐現象は『広韻』の研究において最初に発見されたものであり、清代の江
永らが漠然と認識して以来、様々な研究者が様々な方法で幅広い資料を用いつ
つ、全面的に討論した。結論の一つとして、いわゆる重紐というのはただ一時
あるいは一地点の現象に留まるものではなく、古代中国語における通時的かつ
全体的な現象であるというものがある。しかし、この現象は現代中国語(方言・
官話を含める)において体系的に保存されていないため、我々がその変化の実相
を研究する際には古代の資料が極めて重要な地位を占めることを認識せねばな
らない。 
本稿ではその通時的研究の一環として、隋の曹憲が著した『博雅音』を対象
資料とし、その中の重紐三等韻、純三等韻、純四等韻の反切、直音音注を抽出
して、『博雅音』における重紐の対立を考察する。考察を行う際に、音注を体裁
によって分類する観点はご指導くださった神戸市外国語大学の太田斎氏からご
教示いただいたものである。 
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§1 資料と作業仮説の紹介 
まず、『博雅音』という資料及び音注処理の作業仮説を紹介する。 
 
1.1 『博雅音』とは 
『博雅音』とは、隋の曹憲が魏の張揖の『広雅』1に施した音注である。もと
もと独立した書物の形式ではなかったが、清の王念孫が『広雅』を校訂する際
に本文から分離させ、一冊としてまとめて『広雅疏証』の後ろに付けた。本稿
では畿輔叢書所収の王念孫校訂本を底本として音注を採集したが、必要に応じ
て他の版本も参照した。 
『博雅音』の成立年代は 605 年〜618 年の間の 13 年間と推定され、610 年に
成立した陸法言の『切韻』より約 10 年遅れる。2そして、性質、体裁及び編纂
の目的は、全て『切韻』と異なる。また、音韻体系では、「因論南北是非、古今
通塞、欲更捃選精切，除消疏緩」(日本語訳：そこで南北の是非や古今の通用を
論じ、更に適切なものを選び取りいい加減なものを取り除こうとした…)3であ
る『切韻』と異なり、『博雅音』は南方読書音体系であると指摘される。4 まと
めて言えば、『博雅音』は『切韻』と成立年代は近いが、性質、体裁、編纂の目
的及び基礎となる音韻体系が異なる資料である。この意味では、重紐現象の通
時的研究には、『博雅音』はかなりの価値があると言えよう。 
 
1.2 作業仮説 
『博雅音』における反切は「某某反」と「某某」のような二種の体裁が見ら
れ5、直音は「音某」、「某音」及び「某」のような三種の体裁が見られる。これ
について、董忠司 1973 は以下のような解釈を挙げている。 
中国語原文：博雅音反語多省言“反”字，曰“某某反”者百僅一二，尤以卷
一發端諸字為多，後九卷中，“反”字亦每見於卷首而略於卷中，蓋蘊發端示例之
意焉。 
                                                     
1 隋煬帝の諱である「広」を避けるため、『博雅』と改められたが、避諱の期間が過ぎた後に、元
の名称に戻された。但し『博雅音』の方は『広雅音』と呼ばれることは無い。 
2 丁 1995 から引用。 
3 遠藤光暁「切韻の韻序について」『藝文研究』54、pp.312-299、慶應義塾大学藝文学会、1989 年
3 月；後『中国音韻学論集』、pp.98-118、白帝社、2001 に収録。本稿の日本語訳はこれより引用。 
4 呉 2006 は、『博雅音』の基礎音系は紀元 6 世紀末〜7 世紀初の金陵読書音体系であると指摘し
ており、本稿もこの説に従う。更に厳密に言えば、金陵、揚州を中心とする南方読書音体系であ
る。 
5 王念孫以前のテキストでは「某某切」も現れるが、王念孫はこれを一律「某某反」に改めている
ので、本稿では「某某切」は議論の対象としない。 
日本語訳：『博雅音』の反切は多くが「反」の字を省いていて、「～～反」と
なっているものは百のうちに一つか二つしかなく、特に巻一の巻頭の多くの字
に顕著であるが、以後の九巻では「反」の字(の反切)は(主に)各巻頭に見られ、
間々中間部分に見られることもあるという程度である。だから(「～～反」とい
う反切には)恐らく巻頭で例示するという意味合いがあるのだろう。 
要するに、氏の説では「某某反」を「巻頭で例示する意」と認め、「反」の
ない「某某」と同一視する。 
この指摘について、筆者は異なる理解を持っている。筆者の考察によれば、
「某某反」とする反切の第一巻～第十巻に現れる回数はそれぞれ 88、26、18、
10、37、41、20、31、14、24 である。また、各丁における第一行から第十行ま
での各行で現れる回数の総計はそれぞれ 24、23、26、26、37、36、27、37、31、
42 である。但し各巻の丁数は一様ではなく、例えば第一巻は 6 丁、第二巻と第
三巻はぞれぞれ 4 丁、5 丁というようにバラツキがあるため、比較の基準とは
しにくいが、各巻と各行に現れる回数について言えば、「某某反」とする反切は
第一巻で一番大量に現れているものの、後の各巻にも分布している。そして各
行での分布は均一的である。従って、筆者は「巻頭で例示する意」というより
も、むしろ「「某某反」とする反切は「某某」とする反切と元々由来が異なる」
と仮定した方が相応しいと考える。6この仮説に基づいて、本稿では体裁別に『博
雅音』における全ての音注を以下の五種に分ける。 
類 体裁 音注例 数量 
ア 某某反 印，於信反；誾，魚斤反； 309 
イ 某某 窺，苦垂；緊，居忍； 2974 
ウ 音某 徛，音寄；磏，音廉； 43 
エ 某音 䛼，毀音；隒，斂音； 62 
オ 某 搴，蹇；裨，卑； 2082 
表 1 体裁別音注統計 
 
「一字多音」の場合でも、以上の作業仮説によって計算する。例えば、
「爆，布角普角步角」という音注は、イ類の反切が３つ並列されたものとす
る。このような算出方法によって、本稿では総計 5470 條7の音注が得られた。 
                                                     
6 同一の資料に異なる体裁の反切が共存するものは他にも発見されている。例えば、敦煌出土の
『毛詩音義』、『礼記音』などである。 
7 各先行研究の統計数値は異なり、董忠司 1973 は 5139 條、丁鋒 1995 は 5072 條、呉波 2006 は
5516 條、雷昌蛟 1999 は 5203 條とする。その原因は、「一字多音」、誤字、脱字に対する処理の違
いにあると考えられる。 
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の目的は、全て『切韻』と異なる。また、音韻体系では、「因論南北是非、古今
通塞、欲更捃選精切，除消疏緩」(日本語訳：そこで南北の是非や古今の通用を
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と仮定した方が相応しいと考える。6この仮説に基づいて、本稿では体裁別に『博
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いにあると考えられる。 
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§2 考察の範囲と単字音表 
以下、本稿で考察する重紐韻の範囲と『博雅音』における重紐字の単字音表
を紹介する。(単字音表は付録を参照する。) 
 
2.1 考察の範囲 
周法高 1989 は、「いわゆる重紐というのは、『切韻』系韻書の中で、同じく 
三等に属する(同一韻中の)唇牙喉音声母小韻に(声母を同じくする)二種の反切
があり、それを『韻鏡』、『七音略』などの早期韻図では、(一枚の転図において)
その一方を三等の欄に置き、一方を四等の欄に置く現象である。」のように重紐
を定義した。8しかし、重紐現象はただ『切韻』系韻書の中だけで発生するので
はなく、『玉篇』、『慧琳音義』、『蒙古字韻』など様々な『切韻』とは異なる音韻
体系を反映する資料の中でも現れている。また、重紐韻の範囲も研究者によっ
て意見が相違する。伝統的な研究では、重紐の対立は支、脂、祭、真(諄)、仙、
宵、侵、塩という八つの韻の唇牙喉音声母の下で発生すると考えられてきたが、
先行研究を総合して、本稿では以上の八韻以外、「庚三-清9、幽、蒸10」の四韻
も考察の範囲に含める。他方、云母(匣三)と以母の対立は重紐の対立ではなく、
韻図では見かけ上重紐の対立と同じになっているに過ぎないものとして、本稿
では重紐韻声母から除外する。 
つまり、本稿では『切韻』(一部『集韻』)の支、脂、祭、真(諄)、仙、宵、
侵、塩、清-庚三、幽、蒸という十二韻の対立があるとされる唇牙喉音声母(云
母、以母を除外)小韻所属字を重紐韻の考察範囲とする。11考察の結果は表 2 の
ようになる。 
     体裁 
重紐 
ア類 イ類 ウ類 エ類 オ類 
A 類 10 114 0 3 61 
B 類 8 167 1 5 97 
表 2 体裁別重紐音注統計 
 
                                                     
8 ( )内の字句は厳密さを期して筆者が加えたもの。従来の研究では、三等の欄に置かれるのを重
紐 B 類(または乙類)と呼び、四等の欄に置かれるのを重紐A 類(または甲類)と呼ぶ。 
9 管見の限り、最初に庚三韻と清韻が一体となって一つの重紐韻に相当することを指摘したのは
辻本 1954 である。しかしこれについての議論は全く無く、重紐韻のリストに並べられているだけ
である。詳しくこの問題を論じたのは佐々木 1983(pp.392-438)及び太田 2012(pp.180-184)である。 
10 平山(1972)は、蒸韻は唇音は B、牙喉音合口は B で、牙喉音開口は C という変則的状況を示し
ていると指摘する。 
11 平声を挙げて相配する上声、去声、入声韻を兼ね表す。去声のみの韻はその韻目を挙げる。 
§3 先行研究 
『博雅音』の音韻体系、体裁及び版本などの諸問題に関しては、既に豊富な
成果が挙げられている。しかし、重紐現象については、まだ検討の余地がある。
本節では、『博雅音』における重紐の対立に触れた先行研究を紹介する。 
 
3.1 黄典誠 1986と丁鋒 1995の研究 
中国において、黄典誠 1986 は『博雅音』の音韻体系を考察した早期の研究 
の一つである。しかし、その目的は『博雅音』を傍証として『切韻』の音韻体
系を究明することにあるため、『博雅音』における音注を分析する際に『切韻』
と同じ部分のみを用い、異なる部分を無視した。そのため、音注の統計として
は不完全の虞がある。 
同論文の第 3 章第 2 節第 5 部分では「重紐」を論じている。方法論から言え
ば、黄氏は帰字の重紐帰属は反切下字によって区別されると主張し、考察の対
象を下字のみとした。そして、重紐の解釈について、黄氏は重紐の本質は「重
紐事實上是一個只具唇牙喉聲組的獨立韻歸並於一個唇舌齒牙喉五音具備的大韻
裏的結果」12(日本語訳：重紐というものは実は一つの唇牙喉音声母字しか持た
ない独立韻がもう一つの唇舌歯牙喉声母字を全部備える大韻に合併された結果
である)(p.73)と主張している。黄氏はまた「一般來說，凡反切下字其聲母不出
唇牙喉聲組的範圍的，是為重紐三等，反之，凡反切下字聲母不受唇牙喉的限制
的，是為重紐四等」13(日本語訳：一般的に言えば、反切下字の声母が唇牙喉音
声母の範囲を超えないものは、全て重紐三等(本稿で言う重紐 B 類)であり、そ
れに反して、反切下字の声母が唇牙喉音に制限されないものは、全て重紐四等
(本稿で言う重紐 A 類)である)(pp.72-73)とも指摘している。しかし、筆者の調
査によれば、『博雅音』における重紐 B 類帰字の反切下字は唇牙喉音声母のも
のに限られることなく、舌歯音声母のものも存在する。従って、黄氏の説はな
お検討する必要があると考えられる。また、すでに指摘したように、黄氏は『博
雅音』における『切韻』と同じ重紐の対立状況を論じたものの、『切韻』と相違
する対立状況については捨象した。この点についても、更に検討する必要があ
ると言えるであろう。 
丁鋒 1995 は黄 1986 より詳細で確かな音注資料に基づいて『博雅音』の音声
体系を考察した。同論文の第二章第四節で「重紐」についての議論を行ってい
る。しかし、黄典誠 1986 と同様に、丁鋒 1995 も反切下字を中心に考察してい
                                                     
12 黄氏の説は黄典誠 1986「曹憲『博雅音』研究」、pp.72-73 から引用。 
13 注 12 に同じ。 
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§2 考察の範囲と単字音表 
以下、本稿で考察する重紐韻の範囲と『博雅音』における重紐字の単字音表
を紹介する。(単字音表は付録を参照する。) 
 
2.1 考察の範囲 
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重紐 
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表 2 体裁別重紐音注統計 
 
                                                     
8 ( )内の字句は厳密さを期して筆者が加えたもの。従来の研究では、三等の欄に置かれるのを重
紐 B 類(または乙類)と呼び、四等の欄に置かれるのを重紐A 類(または甲類)と呼ぶ。 
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§3 先行研究 
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12 黄氏の説は黄典誠 1986「曹憲『博雅音』研究」、pp.72-73 から引用。 
13 注 12 に同じ。 
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る。また、重紐の本質について、丁氏は黄氏の説を継承して、その区別を「上
古音声部と韻部の不均等な発展の結果」であり、重紐三等と四等はそれぞれ「強
声弱韻」(声母が強く発音され、韻母が弱く発音されるタイプ)と「弱声強韻」
(声母が弱く発音され、韻母が強く発音されるタイプ)であると指摘した。 
結論として、1．重紐の両類は明白に区別されている。2．支韻と脂韻は双方
とも重紐の対立を保ちながら、二韻の間に A 同士、B 同士の合併が見られる。
3．重紐三等は非重紐三等(本稿で言う C 類)と混同が見られ、重紐四等は純四
等韻と混同が見られる、という 3 点が挙げられている。 
まとめて言えば、両氏の研究は考察の目的と音注処理の方法が異なるが、結
論は信頼性が高く、参考価値が高い。但し、研究の主眼が重紐問題にないこと
とその当時においては重紐についての認識がまだ不完全であったため、両氏は
重紐帰字と下字の関係だけに絞って、重紐帰字と上字の関係を無視している。
また、舌歯音声母字についての研究もなお不十分なところがあるため、我々が
改めて検討する意味は十分にある。 
 
3.2 大島 1985の研究 
日本では、大島正二氏が 1984 以降、一連の論文において『博雅音』につい 
ての考察結果を報告した。最後の一編である大島 1985 では拗音甲：乙、即ち重
紐 A 類：B 類の対立について考察を行った。結論として、次の 2 点が挙げられ
ている。1．拗音甲：乙の対立は、ごく少数の事例に混同が見られるものの、基
本的には明確であったと認められる。2．『博雅音』における重紐韻の甲：乙の
対立は帰字と上字との関係に於いても明確であると認められる。 
この二点は正しく『博雅音』における重紐対立の実相に適合している。しか
し、大島氏の論文は専ら資料整理の結果報告を目的とするものであり、これに
よって音韻的特徴をいちいち論ずることはしなかった。14重紐についての更な
る検討は残された問題の一つである。 
 
以上、三氏の先行研究を概観した。本稿との相違点を以下の 3点にまとめる
ことができるであろう。 
1．視点が異なる。以上の研究はすべて重紐問題を『博雅音』の音韻体系の研究
の一環とするが、本稿はそれを重紐現象の通時的研究の一環と位置付ける。こ
の研究を通して、紀元 6 世紀末〜7 世紀初の南方読書音系統における重紐の特
徴を窺う。 
                                                     
14 大島 1985(p.78)。 
2．資料処理の方法が異なる。以上の研究は『博雅音』における全ての反切、直
音音注が「同質」であることを前提とするが、本稿は反切、直音の体裁によっ
て分けて論ずることを作業仮説とする。 
3．考察の範囲が異なる。以上の研究は重紐韻の範囲を伝統的な「支、脂、祭、
真(諄)、仙、宵、侵、塩」の八韻とするが、本稿はそれに加えて「庚三−清、幽、
蒸」の四韻を考察の範囲に入れる。そして反切上字に関しては三等字に止まら
ず、一、二、四等韻字の使用例も考察対象とし、下字に関しては後の韻の合流
を考慮して、Ｃ類字、四等韻字の使用例も併せて考察の対象に含め、声母に関
しても唇牙喉音声母以外の声母字の使用例も対象に含めた。これらの声母にお
いて重紐の対立は見られないが、ＡかＢかの音声傾向を見るためである。 
 
§4 考察の結果 
本節では筆者の整理した結果を紹介する。 
 
4.1 重紐反切 
4.1.1 反切下字 
まず、A 類、B 類反切における下字の分布を見てみよう。結果は表 6 の通り
である。 
ここで注意すべきは、イ類には上字のみ記載され、下字の脱落している音注
例が 2 例あるという点である。これにより、百分率を計算する際に、イ類の母
数は A 類が 114 であり、B 類が 166 となる。 
下字脱落の例：孑、吉−；䞈、詭− 
 A
類 
B
類 
C
類 
知
組 
精
組 
章
組 
荘
組 
日
母 
来
母 
云
母 
以
母 
一
等 
二
等 
四
等 
ア A
類 
3 0 0 0 1 3 0 1 0 0 2 0 0 0 
B
類 
0 4 1 0 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 
イ A
類 
26 2 8 0 6 26 0 5 7 0 17 0 2 14 
B
類 
2 99 14 10 2 2 0 4 5 13 2 5 3 5 
表 6 反切下字分布表 
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る。また、重紐の本質について、丁氏は黄氏の説を継承して、その区別を「上
古音声部と韻部の不均等な発展の結果」であり、重紐三等と四等はそれぞれ「強
声弱韻」(声母が強く発音され、韻母が弱く発音されるタイプ)と「弱声強韻」
(声母が弱く発音され、韻母が強く発音されるタイプ)であると指摘した。 
結論として、1．重紐の両類は明白に区別されている。2．支韻と脂韻は双方
とも重紐の対立を保ちながら、二韻の間に A 同士、B 同士の合併が見られる。
3．重紐三等は非重紐三等(本稿で言う C 類)と混同が見られ、重紐四等は純四
等韻と混同が見られる、という 3 点が挙げられている。 
まとめて言えば、両氏の研究は考察の目的と音注処理の方法が異なるが、結
論は信頼性が高く、参考価値が高い。但し、研究の主眼が重紐問題にないこと
とその当時においては重紐についての認識がまだ不完全であったため、両氏は
重紐帰字と下字の関係だけに絞って、重紐帰字と上字の関係を無視している。
また、舌歯音声母字についての研究もなお不十分なところがあるため、我々が
改めて検討する意味は十分にある。 
 
3.2 大島 1985の研究 
日本では、大島正二氏が 1984 以降、一連の論文において『博雅音』につい 
ての考察結果を報告した。最後の一編である大島 1985 では拗音甲：乙、即ち重
紐 A 類：B 類の対立について考察を行った。結論として、次の 2 点が挙げられ
ている。1．拗音甲：乙の対立は、ごく少数の事例に混同が見られるものの、基
本的には明確であったと認められる。2．『博雅音』における重紐韻の甲：乙の
対立は帰字と上字との関係に於いても明確であると認められる。 
この二点は正しく『博雅音』における重紐対立の実相に適合している。しか
し、大島氏の論文は専ら資料整理の結果報告を目的とするものであり、これに
よって音韻的特徴をいちいち論ずることはしなかった。14重紐についての更な
る検討は残された問題の一つである。 
 
以上、三氏の先行研究を概観した。本稿との相違点を以下の 3点にまとめる
ことができるであろう。 
1．視点が異なる。以上の研究はすべて重紐問題を『博雅音』の音韻体系の研究
の一環とするが、本稿はそれを重紐現象の通時的研究の一環と位置付ける。こ
の研究を通して、紀元 6 世紀末〜7 世紀初の南方読書音系統における重紐の特
徴を窺う。 
                                                     
14 大島 1985(p.78)。 
2．資料処理の方法が異なる。以上の研究は『博雅音』における全ての反切、直
音音注が「同質」であることを前提とするが、本稿は反切、直音の体裁によっ
て分けて論ずることを作業仮説とする。 
3．考察の範囲が異なる。以上の研究は重紐韻の範囲を伝統的な「支、脂、祭、
真(諄)、仙、宵、侵、塩」の八韻とするが、本稿はそれに加えて「庚三−清、幽、
蒸」の四韻を考察の範囲に入れる。そして反切上字に関しては三等字に止まら
ず、一、二、四等韻字の使用例も考察対象とし、下字に関しては後の韻の合流
を考慮して、Ｃ類字、四等韻字の使用例も併せて考察の対象に含め、声母に関
しても唇牙喉音声母以外の声母字の使用例も対象に含めた。これらの声母にお
いて重紐の対立は見られないが、ＡかＢかの音声傾向を見るためである。 
 
§4 考察の結果 
本節では筆者の整理した結果を紹介する。 
 
4.1 重紐反切 
4.1.1 反切下字 
まず、A 類、B 類反切における下字の分布を見てみよう。結果は表 6 の通り
である。 
ここで注意すべきは、イ類には上字のみ記載され、下字の脱落している音注
例が 2 例あるという点である。これにより、百分率を計算する際に、イ類の母
数は A 類が 114 であり、B 類が 166 となる。 
下字脱落の例：孑、吉−；䞈、詭− 
 A
類 
B
類 
C
類 
知
組 
精
組 
章
組 
荘
組 
日
母 
来
母 
云
母 
以
母 
一
等 
二
等 
四
等 
ア A
類 
3 0 0 0 1 3 0 1 0 0 2 0 0 0 
B
類 
0 4 1 0 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 
イ A
類 
26 2 8 0 6 26 0 5 7 0 17 0 2 14 
B
類 
2 99 14 10 2 2 0 4 5 13 2 5 3 5 
表 6 反切下字分布表 
62 季鈞菲
 
舌歯音下字については 4.2 で述べる。以下、まず A 類、B 類下字から説明し
ていく。表 6 で示すように、殆どの A 類、B 類下字はそれぞれ A 類、B 類帰字
と対応するが、例外は 4 例ある。注目すべきは例外がすべてイ類に属するもの
だということである。 
例外反切： 
帰字 重紐 上字 重紐 下字 重紐 行数 巻数 頁 表裏 
鬹 A 矩  皮 B 10 7 2 表 
(女酓) A 烏  檢 B 1 1 3 裏 
戲 B 慗 C 一 A 10 2 3 裏 
謬 B 靡 B 幼 A 6 2 4 表 
 
丁鋒 1995 は「粃」を幫母至韻 B 類と認めて、「粃，彼比」をその唯一の例外
とした。これについて、筆者は意見を異にする。理由は帰字の「粃」の重紐帰
属にある。筆者はここの「粃」は重紐 A 類にした方が相応しいと考える。これ
を証明するには、『広雅疏証』の原文を読まなければならない。なお本稿で使用
する『広雅疏証』のテキストは王雲五主編『百部叢書集成』(商務印書館)所収
畿輔叢書影印本である。 
 
『広雅疏証』四百三十四頁 
否、弗、倗，粃也  
皆一聲之轉也。倗者，廣韻倗不肯也。粃者，方言粃不知也。郭璞注云，今淮楚
閒語呼聲如非也。曹憲云，彼比俱得。方語有輕重耳。倗即不肯之合聲，粃即不
知之合聲。說文秕不成粟也。義亦與粃同。 
 
原文を読むと、『広雅疏証』にある「粃」は実は「不知」の縮合語であること
がわかる。もしも、この「不知」を一種の反切とすれば、「粃」は幇母平声支韻
のはずである。これを『玉篇』、『広韻』、『集韻』の音注に照らしてみると、以
下の字音の存在が確認できる。 
『玉篇』：粃，蒲尸 
義注：略 
『広韻』：粊，兵媚 
義注：惡米。又魯東郊地名。說文作(北*米) 
『集韻』：粃，頻脂 
義注：穀不成也。或从来 
このうち『広韻』の例は下字が去声であるため、参考にならない。また『集
韻』の例も上字が並母であるため、参考にならない。残る『玉篇』所収音では
「蒲」は幇母で、「尸」は平声脂韻章組字であり、最も「不知」に近いと言える。
4.2 で改めて詳しく説明するが、『博雅音』にある重紐反切における章組下字は
A 類と共通する音的特徴をもつので、「粃」は A 類である蓋然性が高い。 
以下、C 類、中古一等、二等、四等下字について説明する。データから見る
と、C 類、中古一等下字と四等下字はそれぞれ B 類、B 類、A 類帰字を導く傾
向が顕著である。しかし、A 類、B 類反切における中古二等下字はそれぞれ僅
か 2 例、3 例しかないため、傾向を判断することはできない。 
 
4.1.2 反切上字 
次に、A 類、B 類反切における上字の分布を見てみよう。結果は表 7 の通り
である。 
 A 類 B 類 C 類 一等 二等 四等 
ア A 類 5 0 4 1 0 0 
B 類 0 2 4 2 0 0 
イ A 類 46 1 47 18 1 1 
B 類 10 33 94 28 1 1 
表 7 反切上字分布表 
 
表 7 で示すように、A 類、B 類反切上字は基本的に A 類、B 類帰字と対応す
るが、11 例の例外が存在する。そして、例外は全部イ類に属するものである。 
帰字 重紐 上字 重紐 下字 重紐 行数 巻数 頁 表裏 
1 粃 A 彼 B 比 A 4 4 2 表 
2 䔸 B 必 A 昭   10 8 2 表 
3 儦 B 必 A 嬌 B 9 6 2 表 
4 帔 B 匹 A 媚 B 2 7 3 裏 
5 笢 B 民 A 忍   4 10 1 裏 
6 淠 B 匹 A 制   6 6 2 裏 
7 辨 B 婢 A 典   7 1 2 裏 
8 陂 B 必 A 何   5 2 4 表 
9 委 B 一 A 偽 B 8 1 2 表 
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10 毖 B 必 A 寄 B 4 5 2 表 
11 仌 B 袐 A 憑 B 3 5 2 表 
 
説明が必要なのは、A 類上字の「匹」である。平山 1977 では、「匹」の用法
は C 類上字と同じ、即ち「匹+A→A，匹+B→B，匹+C→C」だと指摘している。
この指摘に従えば、4「帔，匹媚」は例外とならない。また、「制」は祭韻の章
組字であり、『博雅音』においては A 類帰字に対応する下字だと見做すことが
できる。そのため、「淠，匹制」はやはり例外としなければならない。 
また、遠藤 1990；200115は平山説を踏まえ、反切上字「匹」のような類相関
で C 類上字と同じ働きを持つ、いわゆる「稀少反切上字」の分布を究明した。
彼、必、民、婢、一、袐はいずれもこれに属する。従って、ここにある帰字と
上字の重紐帰属が違う例は「例外」というよりも、むしろ「稀少反切上字」を
使った重紐反切と考える方が相応しいと言えるだろう。しかし、「稀少反切上字」
が全てイ類重紐反切に存在する理由は現段階ではまだわからない。これはア類
反切とイ類反切の由来が違うことを示唆している可能性もあり、非常に興味深
いところである。 
 
4.2 舌歯音音節 
舌歯音音節(または AB 類音節)が A 類音節、B 類音節のいずれと共通する音
声特徴を持つかという問題は常に重紐研究において一つの難問となる。殊に、
知組音節と来母音節の帰属問題については「中性説」と「B 類説」という二種
の異説がある。本節では、資料研究の面で『博雅音』における舌歯音音節の帰
属を説明する。 
平山 1977 は、A 類反切、B 類反切において C 類上字を用いたものを第一式
反切とし、帰字の類に合わせて A 類上字(「匹」を除く)、B 類上字を各々用い
たものを第二式反切とした。 
さらに、平山 1991 は、来母・知組の「性質」を論ずる際に、第一式反切と   
第二式反切の状況を同時に考慮しなければならないと指摘した。本稿はこの理
念に基づいて考察を行う。 
 知組 精組 章組 荘組 日母 来母 云母 以母 
ア A 類 0 1 2 0 0 0 0 0 
B 類 0 0 0 0 0 0 1 0 
                                                     
15 遠藤光暁「『切韻』における稀少反切上字の分布」『中国語学』237、pp.1-11、1990 年 10 月；後
『中国音韻学論集』、pp.54-66、白帝社、2001 に収録。 
イ A 類 0 2 10 0 1 4 0 10 
B 類 5 0 0 0 2 5 10 1 
表 8.1 第一式反切舌歯音音節分布表 
 
 知組 精組 章組 荘組 日母 来母 云母 以母 
ア A 類 0 0 0 0 1 0 0 2 
B 類 0 0 0 0 0 0 0 0 
イ A 類 0 3 14 0 4 3 0 7 
B 類 3 2 0 0 1 0 2 1 
表 8.2 第二式反切舌歯音音節分布表 
 
ア類のデータは量的に少ないため、傾向を判断するには至らない。ここでは
イ類のデータのみを考察する。第一式反切と第二式反切を合算してみれば(該当
する例が 0 である荘組を除く)、精組、章組、日母、以母は A 類音節に近く、
知組、云母は B 類音節に近いことが明らかであるが、来母に関してはデータ上
A 類がやや優勢であるようにも見えるものの、やはりこの優勢の傾向があまり
に微弱で有力な根拠にならない。従って、『博雅音』における来母音節の帰属は
従来の「中性説」に従う。 
 
4.3 小結 
以上、重紐反切における下字と上字について考察を行った。結論として、ア
類反切では下字と上字は共に反切帰字の帰属を決定することができる。例外は
ない。イ類反切では下字と上字はア類と同様に共に反切帰字の帰属を決定する
ことに関わっているが、例外がある。下字の例外率は(2＋2)÷(26＋2＋2＋99)≈
3％であり、上字の例外率は(1＋10)÷(1＋10＋46＋33)≈12％である。「稀少反切
上字」の観点から見ると、上字の例外率は 1÷(1＋10＋46＋33)≈1％となる。こ
のように計算すれば、イ類反切における下字の例外率は上字より高いと認めら
れ、重紐の区別能力は上字よりやや低いということになる。 
何れにせよ、例外率は少し異なるが、下字と上字が共に反切帰字の帰属を決
定することに関わっていることはア類反切とイ類反切に共通する特徴である。
音声学的観点から言えば、このような構造上の特徴は、恐らく A 類、B 類の根
本的な違いが「拗介音」にあることを物語っているであろう。つまり、実際に
発音するときに、頭子音と主母音に同時に二次的調音的な影響を与えている「要
素」が存在する。その「要素」は「拗介音」しかない。音声学上、二重調音が
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なされるとき、主要な方を一次的調音と呼び、補助的な方を二次的調音と呼ぶ。
二次的調音には唇音化、口蓋化、軟口蓋化、咽頭化があるが、ここでは口蓋化
を意味する。つまり、発音する際に「拗介音」の同化作用により、頭子音は口
蓋化され、主母音は狭くなると理解する。勿論、口蓋化する程度は「拗介音」
の種類によって変わる。 
但し、声母と韻母の通時的変遷に従って、介音が声母と韻母に与えている影
響も変わっていく。重紐反切の構造では、帰字—下字、帰字—上字の相関関係の
変化でこの通時的変遷を表す。これについて、次節で説明する。 
 
§5 通時的位置付け 
李秀芹 200616は、『経典釈文』、『切韻』、『慧琳一切経音義』、『説文解字繋伝』
17、『広韻』、『集韻』という六種の資料における重紐反切を観察し、中古重紐の
基本的特徴を三つの法則と二つの規則として帰納している。また、これに基づ
いて、中古重紐を「『切韻』、『釈文』」型(『広韻』はこの型に属する)、「『慧琳
音義』、『集韻』」型、「『朱翱反切』」型という三つの類型に分けている。この三
つの類型がどういう特徴を持っているのかということについては以下で説明を
加える。本節では李説に照らして『博雅音』における重紐対立の通時的位置付
けを確かめる一方、C 類下字、中古四等下字、中古一等上字など個別の問題を
議論する。 
 
5.1 三つの法則と二つの規則18 
本節では李秀芹 2006 が中古重紐の基本的特徴とした三つの法則と二つの規
則を詳細に紹介する。19 
三つの法則 
1．A 類、B 類上字決定法則：反切上字が B 類または A 類である場合、反切
上字によって帰字の重紐帰属を決定することができる。 
2．下字区別法則：早期反切の体系では、上字に関係なく下字によって帰字  
の重紐帰属を決定することできる。具体的に言えば、A 類、以母、精組、章組
下字の場合、帰字は A 類であり、B 類、云母、知組、来母下字の場合、帰字は
B 類である。注意すべきは、下字区別法則が反映しているのは早期反切におけ
                                                     
16 浙江大学博士学位論文、論文名は『中古重紐類型分析』。 
17 以下、『朱翱反切』と略称。 
18 李秀芹 2006(pp.157-159)における用語は「三条规律和两条规则」である。「规则」は「规律１」
と「规律２」から派生したものであり、早期の重紐反切の特徴を表す。本稿では「规律」と「规
则」を区別するため、前者を「法則」と呼び、後者を「規則」と呼ぶ。 
19 三つの法則と二つの規則に関する説明は同論文の pp.1-2, pp.157-159 を参照。 
る重紐の特徴だということである。 
3．上字、下字同時決定法則：反切上字と下字は共に帰字の重紐帰属を決定
することができる。構造上、高い「調和度」が見られる。 
 
二つの規則 
1．A 類、B 類上字決定法則は下字区別法則より優先されるという規則：A 類、
B 類上字と下字の類が一致しない場合、上字によって帰字の類を決定すること
が一般的である。 
2．下字の重紐判定関与度は A 類、B 類上字より高いという規則：帰字の類
を決定する数から言えば、重紐反切における下字は A 類、B 類上字より多い。 
 
李秀芹 2006 は以上の法則と規則に基づいて、本節冒頭で指摘したように、
中古重紐を三種類に分けている。それぞれの特徴は以下の通りである。 
1．「『切韻』、『釈文』」型 
完全に法則 1、法則 2 及び規則 1、規則 2 に合う。但し、法則 3 に合う反切
の数は大変少ない。 
2．「『慧琳音義』、『集韻』」型 
三つの法則と二つの規則に合う。殊に、反切上字と下字の「調和度」が高い
ところが顕著に見られる。 
3．「『朱翱反切』」型 
法則 1 にのみ合い、完全に上字によって帰字の帰属を決定する。 
 
5.2 『博雅音』の場合 
5.1 において李秀芹 2006 の理論を紹介した。本節はそれに基づいて『博雅音』
における重紐の対立の通時的位置付けを議論する。 
既に 4.3 で論じているように、ア類、イ類重紐反切における A 類、B 類上字
の決定率(例外率の反義語)はそれぞれ 100％、99％20であるため、両方とも法則
1 に合うことがわかる。改めて表 6 を観察すれば、ア類、イ類における重紐反
切が比較的に異なる特徴を反映していると見てとることができるであろう。つ
まり、ア類重紐反切の場合、A 類、精組(日母を含む)、章組、以母下字は A 類
的な性格を表し、B 類、C 類、云母下字は B 類的性格を表すので、法則 2 に合
うと判断できる。また、反切上字全般からみると、ア類重紐反切の場合、A 類、
B 類上字以外、重紐帰属が明白でない C 類上字 8 例、中古一等上字 3 例がある
                                                     
20 イ類重紐反切における A 類、B 類上字の例外率は 1％なので、決定率は 99％である。 
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ため、法則 3 には合わないと判断できる。もちろん、ア類重紐反切では上字 A
類、下字 B 類、あるいは上字 B 類、下字 A 類の事例がないので、規則 1 を検
証できないけれども、規則 1 に違反する事例はないことも認めるべきである。
最後に、ア類重紐反切における下字の決定率は(3＋4＋1＋2＋3＋1＋2)÷18≈
89％であり、A 類、B 類上字の決定率は(5＋2)÷18≈39％であり、規則 2 に合う。
以上、『博雅音』におけるア類重紐反切は中古重紐の早期型、つまり「『切韻』、
『釈文』」型だと判断できる。 
ア類重紐反切に対し、イ類重紐反切の場合はやや複雑である。上で説明した
ように、イ類重紐反切は法則 1 に合うけれども、法則 2 には合わない。何故な
らば、李秀芹 2006 で提示された法則 2 の基準と異なり、イ類重紐反切における
C 類、日母と来母下字の重紐帰属は明白ではないからである。これで、法則 2
に合わない以上、李秀芹 2006 の方法でア類重紐反切の類型を判断することが困
難になり、別の角度から議論せねばならない。 
C 類下字と中古四等下字の使用状況を観察すれば、この二種の下字を取った
A 類、B 類反切の比は 8：14 と 14：5 である。つまり、C 類下字と中古四等下
字はそれぞれ B 類下字的、A 類下字的に取られる傾向が見られるが、まだ完全
に合流しているとは言えない。むしろ、合流の萌芽が見られると考えた方が良
い。従来の研究で既に究明した通り、中古早期の資料で C 類下字はあまり見ら
れず、且つ A 類反切の下字となる事例がメインである。中古中期の『慧琳音義』
では B 類反切の下字として使うようになっている。これと似ているのは、中古
四等下字である。中古早期の資料では重紐反切に中古四等下字を使うことはほ
とんど無いが、『慧琳音義』では下字として大量に使うようになっている。従っ
て、イ類重紐反切に表れる C 類下字と中古四等下字の使用状況は『切韻』が代
表する中古早期より遅く、『慧琳音義』が代表する中古中期より早い時代の特徴
を反映していると判断できる。また、『博雅音』の成立時代を考慮すれば、中古
早期の側に近いと判断できる。注意すべきは、ア類重紐反切よりも、イ類重紐
反切の方がやはり更に革新的であるという点である。これもア類反切とイ類反
切は由来が異なることを物語っているのではないか。 
以上述べて来たことを総合し、一部中古早期以降の特徴も見られるけれども、
全体的に言えば『博雅音』における重紐の対立の通時的位置は中古早期である
と判断する。 
 
5.3 中古一等上字について 
重紐反切における中古一等上字は数が少ないものの、その特徴は吟味に値す
る。李秀芹 2006(pp149-151)はこれについて考察を行い、中古一等上字は C 類上
字と近似すると結論づけている。本節は、資料の補充を目的として、『博雅音』
の重紐反切における中古一等上字の使用状況を報告する。 
統計の結果、『博雅音』における重紐反切に中古一等上字を取った事例は総 
計 49 例(全体の 16％)である。その分布状況は以下の表 9 の通りである。 
 
 下字 
帰属 
A 
類 
B 
類 
C 
類 
知
組 
精
組 
章
組 
荘
組 
日
母 
来
母 
云
母 
以
母 
一
等 
二
等 
四
等 
ア 
類 
A 類 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
B 類 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 
イ 
類 
A 類 5 1 0 0 1 2 0 0 0 0 0 0 0 9 
B 類 0 15 4 2 0 0 0 0 0 1 0 2 2 2 
表 9 中古一等上字分布状況 
 
表 9 を見ると、下字の種類によりまだ不安定な分布が見られるものの、基本
的に中古一等上字を取った重紐反切は下字の重紐帰属の傾向に従って帰字の重
紐帰属を決定することがわかる。しかし、これはあくまでも『博雅音』におけ
る重紐反切に反映されている特徴に過ぎず、中古重紐全体に広げることはでき
ない。李秀芹 2006 によれば、中古一等上字を取った重紐反切は実は量的に少な
く、傾向も明白ではない。筆者はこれについて、恐らく中古一等字の音韻変化
の結果が重紐反切に反映しているのではないかと考えている。この点に関して
は、一つの資料では解釈し難いので、重紐韻の変化の一側面として今後の研究
に譲る。21 
 
§6 直音の実態 
2.1 で述べたように『博雅音』における A 類、B 類直音音注(ウ類、エ類、オ
類)は合わせて 1＋8＋158＝167 例である。 
考察の結果によれば、直音音注では A 類、B 類を混同する事例はなく、厳密
に使い分けている。しかし、オ類直音には C 類直音字を取った A 類帰字が 3 
例(全体の 5％)と、B 類帰字が 11 例(全体の 11％)見られる。また、中古四等直
音字を取った A 類帰字は 8 例(全体の 13％)、B 類帰字は 2 例(全体の 2％)見ら
れる。 
以上の事実から、A 類と中古四等、B 類と C 類との合流が窺われよう。しか
                                                     
21 張渭毅 2005『再論集韻的洪細』は、『集韻』における一等上字の拗介音の有無について論じて
いる。本稿と直接的な関係はないが、今後の研究の一参考として提示しておく。 
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5.3 中古一等上字について 
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 下字 
帰属 
A 
類 
B 
類 
C 
類 
知
組 
精
組 
章
組 
荘
組 
日
母 
来
母 
云
母 
以
母 
一
等 
二
等 
四
等 
ア 
類 
A 類 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
B 類 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 
イ 
類 
A 類 5 1 0 0 1 2 0 0 0 0 0 0 0 9 
B 類 0 15 4 2 0 0 0 0 0 1 0 2 2 2 
表 9 中古一等上字分布状況 
 
表 9 を見ると、下字の種類によりまだ不安定な分布が見られるものの、基本
的に中古一等上字を取った重紐反切は下字の重紐帰属の傾向に従って帰字の重
紐帰属を決定することがわかる。しかし、これはあくまでも『博雅音』におけ
る重紐反切に反映されている特徴に過ぎず、中古重紐全体に広げることはでき
ない。李秀芹 2006 によれば、中古一等上字を取った重紐反切は実は量的に少な
く、傾向も明白ではない。筆者はこれについて、恐らく中古一等字の音韻変化
の結果が重紐反切に反映しているのではないかと考えている。この点に関して
は、一つの資料では解釈し難いので、重紐韻の変化の一側面として今後の研究
に譲る。21 
 
§6 直音の実態 
2.1 で述べたように『博雅音』における A 類、B 類直音音注(ウ類、エ類、オ
類)は合わせて 1＋8＋158＝167 例である。 
考察の結果によれば、直音音注では A 類、B 類を混同する事例はなく、厳密
に使い分けている。しかし、オ類直音には C 類直音字を取った A 類帰字が 3 
例(全体の 5％)と、B 類帰字が 11 例(全体の 11％)見られる。また、中古四等直
音字を取った A 類帰字は 8 例(全体の 13％)、B 類帰字は 2 例(全体の 2％)見ら
れる。 
以上の事実から、A 類と中古四等、B 類と C 類との合流が窺われよう。しか
                                                     
21 張渭毅 2005『再論集韻的洪細』は、『集韻』における一等上字の拗介音の有無について論じて
いる。本稿と直接的な関係はないが、今後の研究の一参考として提示しておく。 
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し、例外の数量は、どの合流についても明瞭な傾向と判断できるほどではない。
従って、この二種の合流はやはり萌芽の段階であるとしか言えない。 
 
§7 『玉篇』、『文選音義』との比較 
『博雅音』の基本音韻体系は隋代の江南読書音体系であるため、資料が反映
している重紐の対立状況は隋代の江南読書音体系における重紐の特徴だと考え
られる。典型的な江南読書音資料としては、『玉篇』と『文選音義』が挙げられ
る。年代的に、『博雅音』は『玉篇』と『文選音義』の中間に位置づけられる。
大島 1985(pp.76-78)は、『博雅音』が反映する音韻的特徴を『玉篇』、『文選音義』
と比較し、「音韻的特徴は多く『文選』と斉しくし、『玉篇』とは極一部の声・
韻類に関して特徴を共にするのみで両者間には音韻上大きな乖離が在る」と結
論を出している。しかし、大島 1985 の比較は『博雅音』に見える通用例から見
た音韻論的特徴の比較であり、重紐の対立状況の比較は行なっていない。本節
では、この比較作業を扱うことにする。『玉篇』と『文選音義』の情報はそれぞ
れ欧陽国泰 1987(pp.88-93)、大島 1981(p120,pp.134-135)を参考にする。22 
 
7.1 『玉篇』との比較 
欧陽国泰 1987 は、原本『玉篇』における重紐の特徴を以下の三点にまとめ 
ている。 
1．C 類は重紐 B 類に近く、中古四等は重紐 A 類に近い。 
2．重紐 B 類は唇牙喉音下字を多用しているが、重紐 A 類はそのような傾向
はない。 
3．知組、荘組は重紐 B 類に近く、章組、精組は重紐 A 類に近い。 
 
以上の三点を逐条毎に『博雅音』と比較すると、 
1 について、『博雅音』でも同じ事象が見られるが、該当する音注は量的に少
ない。 
2 について、『博雅音』で唇牙喉音下字の使用回数は、ア類反切の場合、重紐
A 類は 3 例(全体の 3％)、重紐 B 類は 5 例(全体の 63％)である；イ類反切の場合、
重紐 A 類は 37 例(全体の 32％)、重紐 B 類は 118 例(71％)である。 
3 について、『博雅音』では、統計数値から見ると、知組は B 類に近く、章組
と精組は A 類に近い。 
以上、比較の結果からみると、重紐の特徴に関して『博雅音』と原本『玉篇』
                                                     
22 管見の及んだ先行研究では、両資料との比較項目はこれと同じではない。 
はかなり類似性が高い。 
 
7.2 『文選音義』との比較 
大島 1985 は、『文選音義』における重紐の特徴を以下の二点にまとめる。 
1．唇音重紐反切で第一式反切(24 例)は第二式反切(22 例)より多い。 
2．牙喉音重紐反切で第一式反切(33 例)は第二反切(79 例)より少ない。 
 
『博雅音』と比較すると、 
1 について、唇牙喉音反切で第一式反切(ア類 1 例＋イ類 27 例)は第二式反切
(ア類 6 例＋イ類 55 例)より少ない。 
2 について、牙喉音重紐反切で第一式反切(ア類 7 例＋イ類 114 例)は第二式反
切(ア類 1 例＋イ類 24 例)より多い。 
以上、比較の結果からみると、重紐反切の構造では『博雅音』と『文選音義』
は正反対の様相を表している。 
 
従って、音韻体系全体から見ると、『博雅音』の音韻的特徴は『文選音義』  
に近く、『玉篇』とは大きく乖離するという結論が得られているが、重紐に関す
る部分についてはこれとはかなり異なる様相が見られる。しかしながら、これ
はあくまでも数値に反映する特徴に過ぎず、単字音の変遷については、また個々
の音注間の異同を比較、検討しなければならない。 
 
§8 おわりに 
李秀芹 2006 は中古重紐の時間軸に沿った変化の方向と時間軸上の座標を確
定している。しかし、重紐問題を発生から終焉まで徹底的に究明するためには
更なる緻密な研究が必要である。本稿はこのような研究の一環となることを目
指している。 
本稿は『博雅音』における重紐の対立をめぐって多面的に考察を行った。そ
の結論として、次の四点が挙げられる。第一に、重紐反切における A 類、B 類
下字と上字は基本的にそれぞれ A 類、B 類帰字に対応する。第二に、A 類と中
古四等、B 類と C 類との合流の萌芽が見られる。第三に、『博雅音』における 
重紐の対立は中古早期に位置づけられる。第四に、重紐の対立で『玉篇』とは
類似性が高いが、『文選音義』とは反切の構造上の相違点が見られる。また、舌
歯音音節及び喉音音節の以母、云母の重紐帰属に関して、精組、章組、日母、
以母は A 類音節に近く、知組、云母は B 類音節に近く、そして来母音節は「中
性的」であることが確認された。重紐の問題以外にも、中古音の体系的変化に
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関わる問題にも若干説き及んだ。それは中古一等上字の問題である。しかし、
このような問題を解明するには、一種の資料だけでは解決できず、多様な資料
に通じ、中古音全体に目を配らなければならない。そのため、この未解明の問
題は今後の研究に譲りたい。 
 
§9 附論 
本稿は「ア類反切とイ類反切は由来が異なる」という作業仮説によって論考
を展開した。その裏付けに関して、既に文中で三点を挙げている。 
1．ア類反切には分布上の特異性は見られない。 
2．帰字—下字、帰字—上字の相関関係の例外はイ類反切でしか現れない。 
3．中古四等と A 類との合流事例はイ類反切でしか見られない。 
 
本節ではこの作業仮説の合理性を高めるために、以上の三点以外にもう二点
を補充しておきたい。 
4．重唇音と軽唇音の混用 
大島 1985(p.49)によれば、重唇音・軽唇音の混用例は合計 24 例ある。 
①娩，匹萬；②屏，福郢；③彬，福巾；④(走并)，方孟；⑤貱，方支；⑥錍，
方支；⑦箯，方千；⑧伾，芬悲；⑨䑄，孚二；⑩(扌票)，孚堯；⑪憋，芳列；
⑫毗，符夷；⑬埤，符彌；⑭頻，符賓；⑮愎，符逼；⑯辟，符役；⑰紕，符夷；
⑱舽，扶江；⑲(月夅)，扶江；⑳㯅 ，扶支；㉑紕，扶規；㉒䑄，扶四；㉓裨，
浮夷；㉔便，房連。 
これらのうち、ア類反切では「10.(扌票)，孚堯」1 例しか見られず、それ以外
の 23 例は全てイ類反切に現れる。それぞれの唇音反切に占める百分率を計算す
ると、前者は 3％、後者は 6％である。イ類反切の場合はア類反切の 2 倍となっ
ている。 
5．尤、幽兩韻の混用 
筆者の考察結果によれば、尤、幽兩韻の混用例は 4 例ある。それらは、ア類
反切では 0 例、イ類反切では 4 例現れる(うち１例は両方に見える)。 
① 䨂 ，子幽；(大島 1985は「千幽」); ②彪，必鄒； 
③黝，於久；④黝，於柳。 
  
以上、「ア類反切とイ類は由来が異なる」という仮説を支える事例を二点補 
充した。勿論、これで本稿の仮説が 100％正しいと断言できる訳ではない。ア
類反切とイ類反切がたまたま以上の五点の事例を示すことになっている可能性
もゼロではない。しかし、以上の五点及び「反」の有無はかなり客観的な事実
であるため、本稿の作業仮説に一定の合理性があることも否定できない。 
贅言としてもう一点提示しておきたい。以上の五点では、第 3 点と第 4 点か
ら見ると、イ類反切はア類反切より「革新的」であると判断すべきである。し
かし、歴史的には反切の体裁から言えば、反切上、下字の後に「反」を伴う「反
切」の方が「反」がない上、下字だけのものより「革新的」である。この点で
は、矛盾が生じる。現時点では円滑に解釈できる説は提示できないが、これも
また残された未解決の問題として今後の研究に譲りたい。 
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関わる問題にも若干説き及んだ。それは中古一等上字の問題である。しかし、
このような問題を解明するには、一種の資料だけでは解決できず、多様な資料
に通じ、中古音全体に目を配らなければならない。そのため、この未解明の問
題は今後の研究に譲りたい。 
 
§9 附論 
本稿は「ア類反切とイ類反切は由来が異なる」という作業仮説によって論考
を展開した。その裏付けに関して、既に文中で三点を挙げている。 
1．ア類反切には分布上の特異性は見られない。 
2．帰字—下字、帰字—上字の相関関係の例外はイ類反切でしか現れない。 
3．中古四等と A 類との合流事例はイ類反切でしか見られない。 
 
本節ではこの作業仮説の合理性を高めるために、以上の三点以外にもう二点
を補充しておきたい。 
4．重唇音と軽唇音の混用 
大島 1985(p.49)によれば、重唇音・軽唇音の混用例は合計 24 例ある。 
①娩，匹萬；②屏，福郢；③彬，福巾；④(走并)，方孟；⑤貱，方支；⑥錍，
方支；⑦箯，方千；⑧伾，芬悲；⑨䑄，孚二；⑩(扌票)，孚堯；⑪憋，芳列；
⑫毗，符夷；⑬埤，符彌；⑭頻，符賓；⑮愎，符逼；⑯辟，符役；⑰紕，符夷；
⑱舽，扶江；⑲(月夅)，扶江；⑳㯅 ，扶支；㉑紕，扶規；㉒䑄，扶四；㉓裨，
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效攝 
宵 a                     
小 a                     
笑 a                     
深攝 
侵 a                     
寢 a                     
沁 a                     
緝 a                     
咸攝 
鹽 a                     
琰 a                     
艷 a                     
葉 a                     
梗攝 
清 a                     
靜 a                     
勁 a                     
昔 a                     
流攝 
幽 a 
驫必幽 
驫香幽 
                  
黝 a                     
幼 a                     
     声類                          
韻類 
唇音 牙音 喉音 
幇 滂 並 明 見 渓 羣 疑 影 曉 
止攝 
支 b                     
紙 b                     
寘 b 賁彼寄                   
脂 b                     
旨 b                     
至 b                     
蟹攝 祭 b                     
臻攝 
真 b 
(分刂)暜真 
(分刂)布仁 
            誾魚斤     
軫 b                     
震 b                     
質 b       宓眉筆             
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準 b                     
稕 b                     
術 b                     
山攝 
仙 b                     
獮 b                     
線 b                     
薛 b                     
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宵 b                     
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笑 b                     
深攝 
侵 b                     
寢 b                     
沁 b                     
緝 b                     
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鹽 b             鉆巨炎       
琰 b               噞魚淹     
艷 b                     
葉 b                     
梗攝 
庚 b             勍巨京       
梗 b                     
映 b                     
陌 b                     
流攝 
幽 b                     
黝 b                     
幼 b                     
曾攝 
蒸 b                     
拯 b                     
證 b                     
職 b                     
表 3 ア類重紐字単字音表 
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2.2.2 イ類 
   聲類 
韻類 
唇音 牙音 喉音 
幇 滂 並 明 見 渓 羣 疑 影 曉 
止攝 
支 a 錍方支   
裨浮夷 
紕扶規 
埤暜計 
紕布寐 
㯅扶支 
埤符彌 
  鬹矩皮 窺苦垂 
軝渠夷 
䞚巨支 
    
鑴乎規 
鑴况規 
紙 a   
䚹匹夷 
(言卑)匹爾 
疕匹弭 
  侎亾是             
寘 a         (目規)居恚 跂去豉         
脂 a   
(言坒)布兮 
(糸坒)布兮 
芘婢之 
紕符夷 
毗符夷 
粃彼比 
            
咦火尸 
倠許惟 
睢許隹 
旨 a   仳鼻之         嫢具癸       
至 a 
痹必異 
庇不異 
坒毗利         痵揆季       
蟹攝 祭 a               埶魚世     
臻攝 
真 a   䎙匹人 頻符賓               
軫 a         緊居忍           
震 a                     
質 a     
坒毗栗 
邲白必 
邲暜必 
    蛣去吉       欯許一 
諄 a                     
準 a                     
稕 a         呁鈞峻           
術 a         䤎巨出           
山攝 
仙 a 編必延 翩匹延 
緶婢延 
箯方千 
箯婢年 
便房連 
箯婢緜 
  甄古賢         
(亶羽)火仙 
翾呼緣 
翾呼鞭 
嘕許連 
儇許綿 
獮 a 褊必善         㹂邱殄         
線 a   偏匹緣                 
薛 a 
鷩必舌 
憋俾列 
潎匹照 
潎匹妙 
憋芳列 
    孑吉 X           
效攝 
宵 a 
幖必昭 
飇必昭 
贆匹聊 
標必饒 
杓片幺 螵婢消 (眇鳥)弭沼     
(片多)尸賜 
嘺邱遙 
荍巨遙 
  
䙅必照 
喓烏梟 
  
小 a 標必沼 縹匹紹   杪彌沼         闄於小   
笑 a   
䏇匹照 
剽匹妙 
僄匹妙 
翲匹饒 
                
深攝 
侵 a                     
寢 a                     
沁 a                     
緝 a                 挹於立   
咸攝 
鹽 a                 
懕一占 
(女酓)烏縑 
嬮於鹽 
(女酓)烏檢 
(忄奄)於劎 
  
琰 a                 
厭於甲 
黶烏點 
  
艷 a                     
葉 a                 
嬮烏頰 
擪於涉 
  
梗攝 清 a                     
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2.2.2 イ類 
   聲類 
韻類 
唇音 牙音 喉音 
幇 滂 並 明 見 渓 羣 疑 影 曉 
止攝 
支 a 錍方支   
裨浮夷 
紕扶規 
埤暜計 
紕布寐 
㯅扶支 
埤符彌 
  鬹矩皮 窺苦垂 
軝渠夷 
䞚巨支 
    
鑴乎規 
鑴况規 
紙 a   
䚹匹夷 
(言卑)匹爾 
疕匹弭 
  侎亾是             
寘 a         (目規)居恚 跂去豉         
脂 a   
(言坒)布兮 
(糸坒)布兮 
芘婢之 
紕符夷 
毗符夷 
粃彼比 
            
咦火尸 
倠許惟 
睢許隹 
旨 a   仳鼻之         嫢具癸       
至 a 
痹必異 
庇不異 
坒毗利         痵揆季       
蟹攝 祭 a               埶魚世     
臻攝 
真 a   䎙匹人 頻符賓               
軫 a         緊居忍           
震 a                     
質 a     
坒毗栗 
邲白必 
邲暜必 
    蛣去吉       欯許一 
諄 a                     
準 a                     
稕 a         呁鈞峻           
術 a         䤎巨出           
山攝 
仙 a 編必延 翩匹延 
緶婢延 
箯方千 
箯婢年 
便房連 
箯婢緜 
  甄古賢         
(亶羽)火仙 
翾呼緣 
翾呼鞭 
嘕許連 
儇許綿 
獮 a 褊必善         㹂邱殄         
線 a   偏匹緣                 
薛 a 
鷩必舌 
憋俾列 
潎匹照 
潎匹妙 
憋芳列 
    孑吉 X           
效攝 
宵 a 
幖必昭 
飇必昭 
贆匹聊 
標必饒 
杓片幺 螵婢消 (眇鳥)弭沼     
(片多)尸賜 
嘺邱遙 
荍巨遙 
  
䙅必照 
喓烏梟 
  
小 a 標必沼 縹匹紹   杪彌沼         闄於小   
笑 a   
䏇匹照 
剽匹妙 
僄匹妙 
翲匹饒 
                
深攝 
侵 a                     
寢 a                     
沁 a                     
緝 a                 挹於立   
咸攝 
鹽 a                 
懕一占 
(女酓)烏縑 
嬮於鹽 
(女酓)烏檢 
(忄奄)於劎 
  
琰 a                 
厭於甲 
黶烏點 
  
艷 a                     
葉 a                 
嬮烏頰 
擪於涉 
  
梗攝 清 a                     
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靜 a 
餅必井 
鉼必整 
              癭於整   
勁 a 摒必政   庰必整             
敻呼性 
詗呼詺 
昔 a 襞必益 
辟浦壁 
辟匹亦 
萆婢亦 
辟符役 
              
流攝 
幽 a 彪必鄒               呦於虯   
黝 a                 
黝於糾 
黝於糾 
黝於久 
黝於柳 
  
幼 a                     
    聲類 
韻類 
唇音 牙音 喉音 
幇 滂 並 明 見 渓 羣 疑 影 曉 
止攝 
支 b 陂必何 帔匹媚   
㸏靡皮 
(麻＊分)靡宐 
縻目羈 
(靡*火)莫知 
糜無悲 
縻無悲 
  
(歺奇)邱知 
踦車美 
    
㾨於綺 
(歺委)於危 
痿於危 
覣於危 
猗於宐 
(歺委)委媚 
(歺委)於為 
陭於靡 
委一偽 
委於悲 
戲慗一 
噅欽危 
紙 b 佊化彼       
踦居綺 
踦居綺 
踦居綺 
姽牛委 
攱古委 
(危烏)古彼 
恑古彼 
攱古彼 
蛫古彼 
剞車奇 
(疒＊奇)於綺 錡奇綺 
螘五綺 
齮五綺 
倚於綺   
垝車美 
寘 b 
詖彼寄 
貱方寄 
      
徛居義 
䞈詭 X 
    
僞魚軌 
僞魚美 
  戯許寄 
脂 b   
駓步悲 
伾芬悲 
  黴明饑     䟸巨追       
旨 b                     
至 b 毖必寄 淠匹制   嚜眉北   
尯去偽 
䰎邱位 
䰎去位 
匱巨位 
鞼巨位 
  亄於既   
蟹攝 祭 b           
甈去滯 
甈去滯 
  
㓷魚既 
(臬刂)牛二 
    
臻攝 
真 b 
彬福巾 
攽筆貧 
砏暜斤   
忞武粉 
笢民忍 
玟忙巾 
㨉無巾 
緡亾巾 
  輑牛殞   
訔魚斤 
嚚彥陳 
    
軫 b             
窘逵殞 
㖥巨殞 
㻒巨殞 
㻒渠敏 
      
震 b                     
質 b     弻備筆   吃棘乞       亄阿帙   
諄 b                     
準 b                     
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靜 a 
餅必井 
鉼必整 
              癭於整   
勁 a 摒必政   庰必整             
敻呼性 
詗呼詺 
昔 a 襞必益 
辟浦壁 
辟匹亦 
萆婢亦 
辟符役 
              
流攝 
幽 a 彪必鄒               呦於虯   
黝 a                 
黝於糾 
黝於糾 
黝於久 
黝於柳 
  
幼 a                     
    聲類 
韻類 
唇音 牙音 喉音 
幇 滂 並 明 見 渓 羣 疑 影 曉 
止攝 
支 b 陂必何 帔匹媚   
㸏靡皮 
(麻＊分)靡宐 
縻目羈 
(靡*火)莫知 
糜無悲 
縻無悲 
  
(歺奇)邱知 
踦車美 
    
㾨於綺 
(歺委)於危 
痿於危 
覣於危 
猗於宐 
(歺委)委媚 
(歺委)於為 
陭於靡 
委一偽 
委於悲 
戲慗一 
噅欽危 
紙 b 佊化彼       
踦居綺 
踦居綺 
踦居綺 
姽牛委 
攱古委 
(危烏)古彼 
恑古彼 
攱古彼 
蛫古彼 
剞車奇 
(疒＊奇)於綺 錡奇綺 
螘五綺 
齮五綺 
倚於綺   
垝車美 
寘 b 
詖彼寄 
貱方寄 
      
徛居義 
䞈詭 X 
    
僞魚軌 
僞魚美 
  戯許寄 
脂 b   
駓步悲 
伾芬悲 
  黴明饑     䟸巨追       
旨 b                     
至 b 毖必寄 淠匹制   嚜眉北   
尯去偽 
䰎邱位 
䰎去位 
匱巨位 
鞼巨位 
  亄於既   
蟹攝 祭 b           
甈去滯 
甈去滯 
  
㓷魚既 
(臬刂)牛二 
    
臻攝 
真 b 
彬福巾 
攽筆貧 
砏暜斤   
忞武粉 
笢民忍 
玟忙巾 
㨉無巾 
緡亾巾 
  輑牛殞   
訔魚斤 
嚚彥陳 
    
軫 b             
窘逵殞 
㖥巨殞 
㻒巨殞 
㻒渠敏 
      
震 b                     
質 b     弻備筆   吃棘乞       亄阿帙   
諄 b                     
準 b                     
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稕 b                     
術 b                     
山攝 
仙 b           
㗔去焉 
攐去焉 
拳卷權   蔫於然   
獮 b     辨婢典   
(糸虔)居件 
搴九件 
韏俱萬 
韏古萬 
  
圈奇勉 
鍵奇辨 
遃魚輦     
線 b         觠古免           
薛 b         
䅥居曷 
孑雞節 
䅥居列 
  櫭巨例 
櫱宐別 
櫱御別 
  娎丈例 
效攝 
宵 b 
儦必嬌 
鑣不祆 
瀌彼苗 
藨布苗 
      
撟几消 
撟居夭 
趫去遙 轎奇朝   
祅於嬌 
妖倚嬈 
夭於苗 
囂呼嬌 
小 b 䔸必昭   
(犭咎)口堯 
㰶其表 
  
撟几小 
鱎奇兆 
居夭 
      
(歺夭)於表 
夭於表 
  
笑 b 裱筆廟           轎奇廟       
深攝 
侵 b             
擒古會 
黔巨琴 
耹郎丁 
  喑於今   
寢 b             
䫴巨錦 
䫴渠領 
      
沁 b             
紟騎禁 
紟渠禁 
      
緝 b         汲九及     
(歺立)宐及 
岌魚及 
䭂於劫 
吸許急 
翕許及 
翕虗及 
咸攝 鹽 b             
鉗奇炎 
拑巨炎 
黚古闇 
  醃於炎   
琰 b                 
(方‰㘝)於劫 
(方‰㘝)於檢 
  
艷 b 窆碑艷                   
葉 b                 (糸劫)於輒   
梗攝 
庚 b   恲暜耕         擎渠迎       
梗 b 蛃步幸       
臩古永 
囧古丙 
      䭘於敬   
映 b 
寎符命 
寎補命 
  枰平命           詇於敬   
陌 b             
屐渠戟 
劇其御 
  彟於虢   
流攝 
幽 b     滮蒲彪               
黝 b                     
幼 b       謬靡幼             
曾攝 
蒸 b 仌袐憑                   
拯 b                     
證 b                     
職 b 䫾步力 
揊暜力 
愊皮逼 
(稫＊火)貧
力 
愎符逼 
              
表 4 イ類重紐字単字音表 
 
2.2.3 ウ類 
徛(羣母紙韻 B 類)-寄(見母寘韻 B 類) 
 
2.2.4 エ類 
(亻賓)(幫母真韻 A 類)-賓(幫母真韻 A 類)、裨(幫母支韻 A 類)-脾(並母支韻 A
類)、裨(幫母支韻 A 類)-卑(幫母支韻 A 類) 
蚲(並母庚韻 B 類)-平(並母庚韻 B 類)、䛼(曉母紙韻 B 類)-毀(曉母紙韻 B 類)、
隒(疑母琰韻 B 類)-檢(見母琰韻 B 類) 
隒(疑母琰韻 B 類)-斂(來母琰韻)、𪄴(明母軫韻 B 類)-敏(明母軫韻 B 類) 
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稕 b                     
術 b                     
山攝 
仙 b           
㗔去焉 
攐去焉 
拳卷權   蔫於然   
獮 b     辨婢典   
(糸虔)居件 
搴九件 
韏俱萬 
韏古萬 
  
圈奇勉 
鍵奇辨 
遃魚輦     
線 b         觠古免           
薛 b         
䅥居曷 
孑雞節 
䅥居列 
  櫭巨例 
櫱宐別 
櫱御別 
  娎丈例 
效攝 
宵 b 
儦必嬌 
鑣不祆 
瀌彼苗 
藨布苗 
      
撟几消 
撟居夭 
趫去遙 轎奇朝   
祅於嬌 
妖倚嬈 
夭於苗 
囂呼嬌 
小 b 䔸必昭   
(犭咎)口堯 
㰶其表 
  
撟几小 
鱎奇兆 
居夭 
      
(歺夭)於表 
夭於表 
  
笑 b 裱筆廟           轎奇廟       
深攝 
侵 b             
擒古會 
黔巨琴 
耹郎丁 
  喑於今   
寢 b             
䫴巨錦 
䫴渠領 
      
沁 b             
紟騎禁 
紟渠禁 
      
緝 b         汲九及     
(歺立)宐及 
岌魚及 
䭂於劫 
吸許急 
翕許及 
翕虗及 
咸攝 鹽 b             
鉗奇炎 
拑巨炎 
黚古闇 
  醃於炎   
琰 b                 
(方‰㘝)於劫 
(方‰㘝)於檢 
  
艷 b 窆碑艷                   
葉 b                 (糸劫)於輒   
梗攝 
庚 b   恲暜耕         擎渠迎       
梗 b 蛃步幸       
臩古永 
囧古丙 
      䭘於敬   
映 b 
寎符命 
寎補命 
  枰平命           詇於敬   
陌 b             
屐渠戟 
劇其御 
  彟於虢   
流攝 
幽 b     滮蒲彪               
黝 b                     
幼 b       謬靡幼             
曾攝 
蒸 b 仌袐憑                   
拯 b                     
證 b                     
職 b 䫾步力 
揊暜力 
愊皮逼 
(稫＊火)貧
力 
愎符逼 
              
表 4 イ類重紐字単字音表 
 
2.2.3 ウ類 
徛(羣母紙韻 B 類)-寄(見母寘韻 B 類) 
 
2.2.4 エ類 
(亻賓)(幫母真韻 A 類)-賓(幫母真韻 A 類)、裨(幫母支韻 A 類)-脾(並母支韻 A
類)、裨(幫母支韻 A 類)-卑(幫母支韻 A 類) 
蚲(並母庚韻 B 類)-平(並母庚韻 B 類)、䛼(曉母紙韻 B 類)-毀(曉母紙韻 B 類)、
隒(疑母琰韻 B 類)-檢(見母琰韻 B 類) 
隒(疑母琰韻 B 類)-斂(來母琰韻)、𪄴(明母軫韻 B 類)-敏(明母軫韻 B 類) 
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2.2.5 オ類 
    聲類 
韻類 
唇音 牙音 喉音 
幇 滂 並 明 見 渓 羣 疑 影 曉 
止攝 
支 a 裨卑   
䴽卑 
(麥比)毗 
彌彌 
摫規 
铸規 
  芪衹       
紙 a     庳婢 渳弭             
寘 a                     
脂 a     
比鼻 
比鼻 
貔毗 
      
鮨耆 
鵻隹 
䳫葵 
  黟伊   
旨 a 匕化                   
至 a           
企棄 
夡棄 
        
蟹攝 祭 a     
㡀敝 
㡀獘 
        埶再     
臻攝 
真 a (賓頁)頻   獱頻           
烟因 
湮因 
鞇因 
䄄因 
  
軫 a                     
震 a                     
質 a 
(女畢)畢 
蓽必 
縪必 
縪畢 
罼畢 
䟆畢 
鴄匹   䤉蜜           欯虗 
諄 a                     
準 a                     
稕 a                     
術 a         繘橘           
山攝 
仙 a   媥篇 (虫便)便             嬛淵 
獮 a       偭面   䭤遣         
線 a                     
薛 a       搣滅 釨子           
效攝 
宵 a 杓旳                   
小 a                     
笑 a                     
深攝 
侵 a                     
寢 a                     
沁 a                     
緝 a                     
咸攝 
鹽 a                     
琰 a                     
艷 a                     
葉 a                     
梗攝 
清 a 箳瓶               攖嬰   
靜 a       眳茗   
頔狄 
㩩頃 
        
勁 a   娉聘                 
昔 a (辟＊止)璧 廦壁 
(歺辟)甓 
(歺辟)甓 
辟避 
(骨辟)臂 
闢辟 
              
流攝 
幽 a                     
黝 a         赳糾       蚴幽   
幼 a                     
    聲類 
韻類 
唇音 牙音 喉音 
幇 滂 並 明 見 渓 羣 疑 影 曉 
止攝 
支 b 
(彳卑)俾 
箄俾 
鈹披 
耚披 
      䗁伎 
䞚企 
琦奇 
宐宜 
(多委)
委 
禕暉 
禕韋 
戲義 
紙 b           
(辶
支)企 
  䰙蟻 骫委 
毇毀 
烜咺 
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2.2.5 オ類 
    聲類 
韻類 
唇音 牙音 喉音 
幇 滂 並 明 見 渓 羣 疑 影 曉 
止攝 
支 a 裨卑   
䴽卑 
(麥比)毗 
彌彌 
摫規 
铸規 
  芪衹       
紙 a     庳婢 渳弭             
寘 a                     
脂 a     
比鼻 
比鼻 
貔毗 
      
鮨耆 
鵻隹 
䳫葵 
  黟伊   
旨 a 匕化                   
至 a           
企棄 
夡棄 
        
蟹攝 祭 a     
㡀敝 
㡀獘 
        埶再     
臻攝 
真 a (賓頁)頻   獱頻           
烟因 
湮因 
鞇因 
䄄因 
  
軫 a                     
震 a                     
質 a 
(女畢)畢 
蓽必 
縪必 
縪畢 
罼畢 
䟆畢 
鴄匹   䤉蜜           欯虗 
諄 a                     
準 a                     
稕 a                     
術 a         繘橘           
山攝 
仙 a   媥篇 (虫便)便             嬛淵 
獮 a       偭面   䭤遣         
線 a                     
薛 a       搣滅 釨子           
效攝 
宵 a 杓旳                   
小 a                     
笑 a                     
深攝 
侵 a                     
寢 a                     
沁 a                     
緝 a                     
咸攝 
鹽 a                     
琰 a                     
艷 a                     
葉 a                     
梗攝 
清 a 箳瓶               攖嬰   
靜 a       眳茗   
頔狄 
㩩頃 
        
勁 a   娉聘                 
昔 a (辟＊止)璧 廦壁 
(歺辟)甓 
(歺辟)甓 
辟避 
(骨辟)臂 
闢辟 
              
流攝 
幽 a                     
黝 a         赳糾       蚴幽   
幼 a                     
    聲類 
韻類 
唇音 牙音 喉音 
幇 滂 並 明 見 渓 羣 疑 影 曉 
止攝 
支 b 
(彳卑)俾 
箄俾 
鈹披 
耚披 
      䗁伎 
䞚企 
琦奇 
宐宜 
(多委)
委 
禕暉 
禕韋 
戲義 
紙 b           
(辶
支)企 
  䰙蟻 骫委 
毇毀 
烜咺 
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婍綺 
寘 b                     
脂 b   豾丕   
(見
微)眉 
黴眉 
䟸逵 
卼兀 
蘬歸 
頄求 
騤逵 
      
旨 b 痞否       頯逵           
至 b 
(目必)祕 
䀣祕 
毖祕 
柲祕 
柲祕 
    
煝媚 
䉋媚 
饉奇           
蟹攝 祭 b         蹶厥 揭竭         
臻攝 
真 b       
鍲旻 
鍲旻 
    堇謹   鼘淵   
軫 b                     
震 b                     
質 b 潷筆   㢸弻               
諄 b                     
準 b                     
稕 b                     
術 b                     
山攝 
仙 b         勬眷   
婘拳 
偠拳 
捲權 
顴權 
孉權 
觠權 
䑏權 
(龹＊皿)眷 
鰬虔 
  嬽淵   
獮 b         
(扌善)膳 
韏卷 
搴蹇 
          
搴騫 
線 b     匥弁   
帣卷 
桊眷 
䖭眷 
          
薛 b                     
效攝 
宵 b         
喬橋 
蕎橋 
撟矯 
憍嬌 
  
鐈橋 
㝯橋 
䀉橋 
      
小 b 表表       孂撟           
笑 b                     
深攝 
侵 b         黅今   捦琴 崟吟 
瘖音 
䜾音 
  
寢 b                     
沁 b                     
緝 b         彶急 
湆泣 
㬤泣 
㧀及 
涍及 
      
咸攝 
鹽 b                 閹淹   
琰 b         檢撿   芡儉 
噞儼 
隒檢 
揜弇   
艷 b                     
葉 b             衱劫       
梗攝 
庚 b     
苹平 
枰平 
胓平 
      䫆成       
梗 b 昞丙               摬影   
映 b 鈵丙                   
陌 b                     
流攝 
幽 b                     
黝 b                     
幼 b                     
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婍綺 
寘 b                     
脂 b   豾丕   
(見
微)眉 
黴眉 
䟸逵 
卼兀 
蘬歸 
頄求 
騤逵 
      
旨 b 痞否       頯逵           
至 b 
(目必)祕 
䀣祕 
毖祕 
柲祕 
柲祕 
    
煝媚 
䉋媚 
饉奇           
蟹攝 祭 b         蹶厥 揭竭         
臻攝 
真 b       
鍲旻 
鍲旻 
    堇謹   鼘淵   
軫 b                     
震 b                     
質 b 潷筆   㢸弻               
諄 b                     
準 b                     
稕 b                     
術 b                     
山攝 
仙 b         勬眷   
婘拳 
偠拳 
捲權 
顴權 
孉權 
觠權 
䑏權 
(龹＊皿)眷 
鰬虔 
  嬽淵   
獮 b         
(扌善)膳 
韏卷 
搴蹇 
          
搴騫 
線 b     匥弁   
帣卷 
桊眷 
䖭眷 
          
薛 b                     
效攝 
宵 b         
喬橋 
蕎橋 
撟矯 
憍嬌 
  
鐈橋 
㝯橋 
䀉橋 
      
小 b 表表       孂撟           
笑 b                     
深攝 
侵 b         黅今   捦琴 崟吟 
瘖音 
䜾音 
  
寢 b                     
沁 b                     
緝 b         彶急 
湆泣 
㬤泣 
㧀及 
涍及 
      
咸攝 
鹽 b                 閹淹   
琰 b         檢撿   芡儉 
噞儼 
隒檢 
揜弇   
艷 b                     
葉 b             衱劫       
梗攝 
庚 b     
苹平 
枰平 
胓平 
      䫆成       
梗 b 昞丙               摬影   
映 b 鈵丙                   
陌 b                     
流攝 
幽 b                     
黝 b                     
幼 b                     
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曾攝 
蒸 b 掤冰                   
拯 b                     
證 b                     
職 b                     
      表 5 オ類重紐字単字音表      
 
 
 
